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連
載
・
小
水
力

―
―
森
の
復
活
者
、「
宮
脇
方
式
」の
継
承
者

佐
藤
建
吉

代
表
理
事

一
般
社
団
法
人
洸
楓
座

NEWS

チャレンジする

～挑戦者の履歴書

Someone

第㉟回

目
黒
伸
一
氏
（
生
態
学
者
、
国
際
生
態
学
セ
ン
タ
ー
）

▼
自
然
が
教
科
書

こ
の
コ
ラ
ム
を
書
こ
う

と
、
目
黒
伸
一
氏
に
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
の
申
し
込
み
を
し

た
。
す
る
と
、
Ｂ
Ｓ
朝
日
の

Ｔ
Ｖ
番
組
『
バ
ト
ン
タ
ッ
チ

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
じ
め
て
ま
す
』

で
、
今
晩
、
自
身
が
放
送
さ

れ
る
と
い
う
返
事
。
何
と
い

う
重
な
り
。
ま
ず
は
、
こ
れ

を
視
聴
す
る
こ
と
に
し
た
。

Ｔ
Ｖ
を
観
な
い
の
で
Ｔ
Ｖ

を
持
た
な
い
筆
者
は
、
近
く

の
大
型
家
電
販
売
店
の
Ｔ
Ｖ

売
り
場
で
の
立
見
に
出
掛
け

た
。
最
近
の
液
晶
Ｔ
Ｖ
は
大

型
化
し
て
い
る
が
、
昔
に
比

べ
ず
い
ぶ
ん
安
価
に
な
っ
て

い
る
。
代
り
に
有
機
Ｅ
Ｌ
素

子
の
大
型
画
面
Ｔ
Ｖ
が
登
場

し
、
こ
れ
は
か
つ
て
の
大
型

液
晶
Ｔ
Ｖ
の
値
段
で
あ
る
30

万
円
以
上
。
し
か
し
短
時
間

で
、
有
機
Ｅ
Ｌ
の
大
型
Ｔ
Ｖ

と
し
て
商
品
化
し
た
技
術
の

進
歩
を
実
感
し
た
。

こ
れ
に
対
し
て
、
目
黒
氏

の
番
組
は
「
森
の
再
生
」
の

お
話
。
数
百
年
も
の
年
数
を

要
す
る
気
の
長
い
森
造
り
に

つ
い
て
の
話
題
で
あ
る
。
が

こ
れ
に
も
技
術
が
あ
る
。
時

間
を
短
縮
し
て
し
っ
か
り
と

し
た
〝
本
来
の
森
〟
を
つ
く

る
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
。

筆
者
は
「
技
術
」
を
、
次

の
よ
う
に
定
義
し
て
い
る
。

「
技
術
と
は
経
験
を
通
し
て

獲
得
し
た
対
象
行
動
へ
の
優

れ
た
適
応
力
」、
で
あ
る
。

「
技
術
」
は
、「
経
験
」
が
必

要
で
あ
り
、「
対
象
」
が
あ

り
、「
優
れ
て
」
い
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

目
黒
氏
の
師
匠
で
あ
る
宮

脇
昭
（
１
９
２
８
年
１
月
29

日
～
２
０
２
１
年
７
月
16

日
、
横
浜
国
立
大
学
名
誉
教

授
）
先
生
は
、
全
国
の
森
の

現
場
を
観
察
し
自
然
の
鼓
動

と
生
き
様
を
感
じ
取
る
〝
経

験
を
通
し
て
獲
得
し
た
〟

「
本
物
の
森
」
を
つ
く
る
と

い
う
〝
対
象
行
動
〟
へ
の
〝

優
れ
た
適
応
力
〟、
そ
れ
が

「
宮
脇
方
式
」
で
あ
っ
た
。

こ
う
し
て
、「
宮
脇
方
式
」

は
、
数
十
年
で
〝
本
来
の
森

〟
を
つ
く
る
「
技
術
」
を
獲

得
し
、
目
黒
氏
に
伝
え
遺
し

た
。

環
境
と
し
て
求
め
ら
れ
る
。

エ
コ
ロ
ジ
ー
は
、
自
然
に
基

づ
く
生
態
学
で
あ
る
。
自
然

は
、
人
間
が
考
え
る
よ
り

は
、
単
純
で
は
あ
る
が
、
そ

の
成
り
立
ち
に
は
協
働
が
あ

り
複
雑
に
生
き
て
い
て
、
単

独
や
専
業
で
は
な
い
、
多
く

の
樹
種
や
生
き
物
が
関
係
し

て
共
同
し
て
な
さ
れ
て
い
る
。

▼
目
黒
氏
に
コ
ー
ル

筆
者
の
洸
楓
座
の
上
総
ま

ち
な
か
大
学
院
で
は
、
２
０

２
１
年
３
月
11
日
が
、
東
日

本
大
震
災
３
・
11
の
10
年
目

に
な
る
こ
と
に
関
係
し
て
。

い
す
み
市
で
２
０
２
１
年

に
、
防
災
行
事
を
開
催
し

た
。
３
月
を
キ
ッ
ク
オ
フ
と

し
て
、
４
月
か
ら
12
月
ま

で
、
毎
月
11
日
に
、「
過
現

未
に
よ
る
防
災
対
策
」
と
い

う
講
演
会
を
行
っ
た
。
過
現

未
と
は
、
過
去
・
現
在
・
未

来
の
時
世
を
一
括
し
て
時
流

と
し
て
考
え
る
言
葉
で
あ
る
。

こ
の
講
座
で
は
、
津
波
の

防
災
と
し
て
「
森
の
防
波

堤
」
あ
る
い
は
「
森
の
防
潮

堤
」
と
い
う
宮
城
県
や
福
島

県
、
あ
る
い
は
静
岡
県
で
先

も
あ
る
が
、
国
際
生
態
学
セ

ン
タ
ー
の
主
幹
研
究
員
で
も

あ
り
、
国
内
外
の
森
林
や
植

林
の
デ
ー
タ
も
踏
査
し
て
把

握
し
て
お
ら
れ
る
。
講
演
で

は
、
車
座
風
に
な
っ
て
、
学

び
討
論
す
る
会
を
行
っ
た
。

そ
の
時
も
、
目
黒
氏
は
、

子
供
た
ち
の
参
加
を
熱
く
語

り
、
そ
の
実
例
に
つ
い
述
べ

た
。
こ
れ
に
は
筆
者
も
共
鳴

し
、
い
す
み
市
の
防
潮
堤
の

建
設
に
お
い
て
は
以
下
の
様

の
森
の
防
波
堤
の
構
想
が
必

須
と
感
じ
た
、

▼
森
の
防
波
堤･

防
潮
堤

筆
者
は
、
千
葉
県
い
す
み

市
に
住
ん
で
い
る
が
、
そ
の

地
は
九
十
九
里
海
岸
の
外
れ

（
南
側
）
に
位
置
し
て
い

る
。
そ
の
南
端
に
は
太
東
埼

灯
台
が
あ
り
、
千
葉
県
第
二

の
夷
隅
川
の
河
口
が
あ
り
、

後
背
を
住
宅
地
と
す
る
日
在

海
岸
が
数
㌔
㍍
だ
け
大
原
漁

港
ま
で
続
い
て
い
る
。
い
ま

Ｂ
Ｓ
朝
日
の
番
組
は
、
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
を
掲
げ
て
持
続
可
能

の
取
り
組
み
と
し
て
、「
宮

脇
方
式
」
の
伝
承
者
で
あ
る

目
黒
氏
の
取
組
や
活
動
に
つ

い
て
教
え
て
く
れ
た
。
長
野

県
で
の
ス
キ
ー
場
に
森
を
造

る
こ
と
か
ら
始
ま
っ
た
。
そ

の
キ
ホ
ン
と
し
て
、
目
黒
氏

が
語
っ
た
言
葉
が
〝
自
然
を

教
科
書
に
す
る
こ
と
〟
で
あ

っ
た
。
決
し
て
派
手
で
は
な

い
目
黒
氏
の
心
情
が
生
き
て

い
る
言
葉
で
あ
る
。

「
自
然
と
の
共
生
」
が
、

目
黒
氏
の
師
匠
の
宮
脇
先
生

の
金
科
玉
条
で
あ
っ
た
。
宮

脇
先
生
は
、
自
然
を
大
切
に

し
た
。
す
な
わ
ち
、「
現

場
」
を
大
切
に
し
た
。
し
か

も
、
自
然
の
理
に
か
な
っ
た

や
り
方
で
、
が
そ
の
原
点
で

あ
っ
た
。
結
果
と
し
て
獲
得

さ
れ
た
の
が
「
宮
脇
方
式
」

で
あ
っ
た
。

そ
の
最
も
根
本
的
な
こ
と

は
、
常
緑
広
葉
樹
の
「
ポ
ッ

ト
苗
」
を
用
い
る
こ
と
で
あ

る
。
例
え
ば
、
ホ
ー
ム
セ
ン

タ
ー
な
ど
の
園
芸
品
に
使
わ

れ
、
販
売
さ
れ
て
い
る
ポ
ッ

ト
で
育
て
ら
れ
た
苗
木
を
用

い
る
こ
と
で
あ
る
。
ポ
ッ
ト

苗
は
、
根
が
ポ
ッ
ト
の
中
で

発
達
し
て
お
り
、
植
樹
後
す

ぐ
に
根
を
張
る
。
樹
種
は
、

タ
ブ
ノ
キ
、
シ
ラ
カ
シ
な
ど

の
〈
高
木
〉、
シ
ロ
ダ
モ
、

モ
チ
ノ
キ
な
ど
の
〈
亜
高

災
対
策
の
一
環
で
も
あ
る
。

こ
れ
は
、
農
村
と
都
市

が
、
自
然
・
文
化
・
人
々
が

交
流
し
楽
し
む
余
暇
活
動

（
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
）
の
基

本
と
な
り
、
未
来
を
創
造
す

る
持
続
可
能
の
源
流
で
も
あ

る
。そ

れ
に
は
、
子
ど
も
た
ち

も
一
緒
に
ポ
ッ
ト
苗
を
植
え

て
、
安
全
と
安
心
を
、
自
ら

が
参
加
し
て
作
り
上
げ
る
モ

デ
ル
と
な
る
。

目
黒
伸
一
氏
は
、
宮
脇
先

生
の
伝
承
者
と
し
て
、
千
葉

県
の
い
す
み
海
岸
で
の
「
森

の
防
波
堤･

防
潮
堤
」
の
建
設

に
向
け
て
指
導
し
て
頂
き
た

い
と
、
筆
者
は
願
う
が
、
講
習

会
に
参
加
し
た
受
講
生
の
願

い
で
も
あ
る
。
こ
う
し
た
動
き

を
、
市
民
の
中
に
も
広
が
る
こ

と
を
願
い
た
い
。
そ
れ
は
、
冒

頭
の
『
バ
ト
ン
タ
ッ
チ

Ｓ
Ｄ

１
９
９
１
年
ご

ろ
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
、
実
に

年
６
０
０
０
本

も
植
林
さ
れ
た
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ

で
も
、
宮
脇
方

式
に
よ
る
森
の

再
生
が
進
ん
で

い
る
。
そ
の
基

本
は
、
そ
の
場

所
に
あ
る
べ
き

木
を
用
い
て
造

林
す
る
こ
と
。

原
点
は
、
一
緒

行
し
て
い
る
対
策

を
、
千
葉
県
で

も
、
を
想
定
し
た

講
座
で
あ
る
。
そ

の
講
師
に
、
目
黒

伸
一
氏
を
お
願
い

し
た
。
こ
う
し
て

目
黒
氏
と
の
出
会

い
が
始
ま
っ
た
。

初
回
は
、
６
月
の

講
座
で
、
い
す
み

市
大
原
の
公
民
館

で
開
催
さ
れ
た

（
写
真
）。

目
黒
氏
は
、
宮

脇
先
生
の
弟
子
で

Ｇ
ｓ
は
じ
め
て

ま
す
」
と
一
致

し
た
動
き
と
な

る
。

【
参
考
文
献
】

宮

脇

昭

著
、

『
瓦
礫
を
活
か

す
「
森
の
防
波

堤
」
が
命
を
守

る
―
植
樹
に
よ

る
復
興
・
防
災

の
緊
急
提
言
』、

学
研
新
書
（
２

０
１
１
年
）

特
に
、
グ
リ

ー
ン
・
ツ
ー
リ

ズ
ム
の
概
念

は
、
日
常
時
の

観
光
に
大
き
く

貢
献
す
る
も
の

で
あ
り
、
災
害

時
だ
け
の
防
波

堤
や
防
潮
堤
だ

け
で
は
な
い
視

点
が
必
要
で
あ

る
。
そ
れ
は
、

「
フ
ェ
ー
ズ
フ

リ
ー
」
と
よ
ば

れ
る
新
し
い
防

木
〉、
ア
オ
キ
、
ヤ
ツ
デ
な

ど
の
〈
低
木
〉
を
用
い
る
の

で
あ
る
。

宮
脇
先
生
は
、
こ
の
方
法

で
、
日
本
の
工
場
敷
地
に
森

を
つ
く
っ
た
。
そ
の
森
造
り

に
要
す
る
時
間
が
極
め
て
短

く
て
達
成
で
き
る
。
そ
れ

は
、
復
興
・
復
旧
に
有
効
で

あ
る
と
、
２
０
１
１
年
の
東

日
本
大
震
災
に
よ
る
津
波
久

愛
か
ら
の
復
興
に
「
森
の
防

波
堤
や
森
の
防
潮
堤
」
と
し

て
適
用
す
る
こ
と
を
推
進
し

た
（
後
述
）。

宮
脇
方
式
は
、
国
内
ば
か

り
で
な
く
熱
帯
雨
林
再
生
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
も
採
用
さ
れ

た
ボ
ル
ネ
オ
で
は
、
再
生
不

可
能
と
ま
で
い
わ
れ
て
い
た

熱
帯
雨
林
の
再
生
に
成
功
し

た
。
そ
れ
そ
が
、
根
が
充
満

し
た
ポ
ッ
ト
苗
を
植
樹
す
る

方
法
で
こ
そ
実
現
さ
れ
た
。

で
あ
る
。
ど
こ
で
あ
っ
て

も
、
一
番
重
要
な
要
素
は
土

で
あ
る
。
土
は
寝
床
で
あ

り
、
酸
素
が
供
給
さ
れ
、
水

が
浸
み
込
む
た
め
に
、
ふ
か

ふ
か
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

森
が
造
ら
れ
る
た
め
に

は
、
自
然
の
循
環
や
連
関
が

そ
の
沖
合
は
、
洋
上
風
力
の

「
有
望
な
候
補
地
」
で
あ

り
、
風
況
測
定
マ
ス
ト
が
６

本
も
建
っ
て
い
る
。
日
在
海

岸
に
は
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ

ー
ド
も
あ
り
、
グ
リ
ー
ン
・

ツ
ー
リ
ズ
ム
向
け
の
観
光
地

で
も
あ
る
。

千
葉
県
は
、
東
日
本
大
震

災
の
経
験
か
ら
、
九
十
九
里

海
岸
の
北
端
、
旭
市
か
ら
南

に
向
か
っ
て
防
波
堤
整
備
を

進
め
て
い
る
。
九
十
九
里
海

岸
南
端
の
一
宮
町
ま
で
は
着

手
さ
れ
て
い
る
。
今
年
度
か

ら
は
、
日
在
海
岸
を
含
め
て

い
す
み
市
民
と
の
住
民
説
明

会
が
始
ま
る
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
地
理
的
、
環

境
的
な
背
景
か
ら
、「
森
の

防
潮
堤
・
防
波
堤
」
は
、
い

す
み
海
岸
に
必
要
な
防
災
対

策
の
要
と
な
っ
て
い
る
。

目黒伸一氏

師匠の宮脇昭先生と学会で発表時の目黒氏

「宮脇方式」のキホンのポット苗を手にする宮脇氏

目黒氏による防災講座（いすみ市）

市民参加の植林＆防潮堤つくり


